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＊
N
は

名
詞

、
V
は

動
詞

の
意

味

課
タ

イ
ト

ル
指

導
内

容
日
本
語
の
表
現

ペ
ー
ジ

①
「

A
個

ず
つ

」
と

い
う

考
え

方
と

言
い

方
を

理
解

す
る

。
①

 
同

じ
数

を
繰

り
返

し
計

上
す

る
表

現
「

～
（

数
詞

）
ず

つ
」

②
「
１

つ
ぶ

ん
」

と
い

う
考

え
方

と
言

い
方

を
理

解
す

る
。

②
 
あ

る
数

を
１

つ
の

単
位

と
し

て
み

な
す

表
現

「
～

（
数

詞
）

ぶ
ん

」

③
「
A
個

ず
つ

B
皿

ぶ
ん

で
C
個

」
と

い
う

考
え

方
と

言
い

方
を

理
解

す
る

。
③

 
総

和
を

表
す

助
詞

「
で

」

①
 
掛

け
算

の
意

味
と

記
号

「
×

」
の

使
い

方
を

理
解

す
る

。
①

「
×

」
の

言
い

方
お

よ
び

、
掛

け
算

の
式

の
読

み
方

を
知

る
。

②
「
１

つ
ぶ

ん
」

の
大

き
さ

を
把

握
し

て
、

掛
け

算
を

使
っ

て
全

体
量

を
求

め
ら
れ

②
「

か
け

ざ
ん

」
と

い
う

用
語

を
知

る
。

 
 
 
る

よ
う

に
す

る
。

①
「
い

く
つ

ぶ
ん

」
の

概
念

を
知

る
。

①
「

□
が

□
つ

ぶ
ん

で
□

」

②
「
い

く
つ

ぶ
ん

」
と

「
何

倍
」

の
関

係
、

お
よ

び
「

～
の

A
倍

」
の

言
い

方
を

 
 
 
(
例

)
３

c
m
の

テ
ー

プ
が

２
つ

ぶ
ん

で
６

c
m
で

す
。

 
 
 
知

る
。

②
「

A
倍

」
「

□
の

A
倍

」
 
(
例

)
２

こ
の

３
ば

い
は

６
こ

で
す

。

①
「
□

の
A
倍

」
を

足
し

算
で

計
算

し
て

い
る

と
手

間
が

か
か

る
こ

と
に

気
づ

く
。

①
 
算

数
用

語
「

九
九

」
「

□
の

段
」

お
よ

び
、

五
の

段
と

二
の

段
の

②
 
掛

け
算

九
九

を
覚

え
る

と
計

算
が

速
く

な
り

便
利

で
あ

る
こ

と
を

知
る

。
　

 
九

九
の

言
い

方

③
 
五

の
段

と
二

の
段

の
九

九
の

言
い

方
を

知
る

。
②

「
A
個

ず
つ

B
個

分
で

C
個

」

①
 
三

の
段

と
四

の
段

の
九

九
の

構
成

と
唱

え
方

を
知

る
。

①
 
三

の
段

と
四

の
段

の
九

九
の

言
い

方

②
 
掛

け
る

数
が

「
１

」
大

き
く

な
る

と
、

答
え

が
「

掛
け

ら
れ

る
数

」
の

分
だ

け
②

「
１

袋
増

え
る

と
、

み
か

ん
は

A
個

増
え

ま
す

。
」

　
 
大

き
く

な
る

こ
と

に
気

づ
く

。

①
 
六

の
段

と
七

の
段

の
九

九
の

構
成

と
唱

え
方

を
知

る
。

①
 
六

の
段

と
七

の
段

の
九

九
の

言
い

方

②
「

増
え

る
」

と
「

大
き

く
な

る
」

の
２

つ
の

言
い

方
が

あ
る

こ
と

に

 
 
 
気

づ
く

。

①
 
八

の
段

と
九

の
段

お
よ

び
一

の
段

の
九

九
の

構
成

と
唱

え
方

を
知

る
。

①
 
八

の
段

と
九

の
段

お
よ

び
一

の
段

の
九

九
の

言
い

方

②
 
期

間
な

ど
を

単
位

と
し

た
言

い
方

「
で

」
(
例

）
１

週
間

で
、

２
日

で

③
 
動

作
を

し
た

結
果

を
表

す
言

い
方

「
V
こ

と
に

な
る

」

 
 
（

例
）

３
個

食
べ

る
こ

と
に

な
る

①
 
掛

け
算

を
適

用
す

る
場

面
に

慣
れ

る
。

①
「

A
個

分
で

」
「

何
個

に
な

る
か

」
な

ど
の

言
い

方
の

復
習

①
 
掛

け
算

で
は

掛
け

る
数

と
掛

け
ら

れ
る

数
と

を
入

れ
替

え
て

も
答

え
は

同
じ

で
①

 
「

入
れ

替
え

て
も

（
答

え
は

）
同

じ
」

 
 
 
あ

る
こ

と
（

乗
法

の
交

換
法

則
）

を
理

解
す

る
。

在
日

ブ
ラ

ジ
ル

人
児

童
の

た
め

の
算

数
教

材
　

『
掛

け
算

マ
ス

タ
ー

･
日

本
語

ク
リ

ア
ー

』
指

導
者

用
　

目
次

2
8

3
5

4
2

5
5

5
11 8 1
3

2
0

「
１
お
お
き
く
な
る
と

」

「
な
ん
こ
 
た
べ
る
こ
と
に
 
な
り
ま
す
か
。
」

6
課

「
３
こ
ず
つ
 
４
さ
ら
ぶ
ん
で
 
1
2
こ
」

「
３
か
け
る
 
４
は
 
1
2
」

「
３
c
m
の
 
３
ば
い
」

5
課
　

「
１
ふ
く
ろ
 
ふ
え
る
と
、
な
ん
こ
 
ふ
え
ま
す
か
。
」

1
課

2
課

3
課

4
課

「
九
九
」

7
課
　

「
３
は
こ
ぶ
ん
で
 
い
く
つ
に
 
な
り
ま
す
か
。
」

「
い
れ
か
え
て
も
 
お
な
じ
」

8
課
　

9
課
　



課
タ

イ
ト

ル
指

導
内

容
日
本
語
の
表
現

ペ
ー
ジ

①
 
０

を
掛

け
る

と
答

え
は

０
に

な
る

場
面

を
理

解
し

、
□

×
０

＝
０

の
式

で
表

す
①

「
お

は
じ

き
」

「
は

じ
く

」
「

と
く

て
ん

」

 
 
 
こ

と
を

理
解

す
る

。
②

 
N
１

の
N
2
の

N
3
　

　
「

０
点

の
と

こ
ろ

の
得

点
」

②
 
０

に
ど

ん
な

数
を

掛
け

て
も

答
え

は
０

に
な

る
場

面
を

理
解

し
、

０
×

□
＝

０

 
 
 
の

式
で

表
す

こ
と

を
理

解
す

る
。

①
 
乗

法
の

交
換

法
則

を
理

解
す

る
。

①
「

も
と

め
る

」
「

ほ
う

ほ
う

」
「

答
え

を
だ

す
。

」

 
 
「

か
け

ら
れ

る
数

」
を

２
つ

に
分

け
て

計
算

し
、

あ
と

で
そ

れ
ぞ

れ
の

答
え

を
②

 
N
１

は
N
2
と

N
3
を

V
た

N
４

。
「

８
は

５
と

３
を

合
わ

せ
た

数
」

 
 
 
足

し
て

、
元

の
掛

け
算

と
比

べ
て

み
る

。

 
 
「

か
け

る
数

」
を

２
つ

に
分

け
て

計
算

し
、

あ
と

で
そ

れ
ぞ

れ
の

答
え

を
足

し

 
 
 
て

、
元

の
掛

け
算

と
比

べ
て

み
る

。

①
「
1
0
×

（
１

位
数

）
」

の
掛

け
算

の
答

え
の

求
め

方
を

理
解

す
る

。
①

 
１

（
単

位
）

に
N
は

い
く

つ
あ

る
か

を
表

す
言

い
方

。

②
「
（

１
位

数
）

×
1
0
」

の
掛

け
算

の
答

え
の

求
め

方
を

理
解

す
る

。
 
 
「

１
袋

に
み

か
ん

は
い

く
つ

あ
る

か
。

」

③
 
既

習
内

容
を

用
い

て
「

（
２

位
数

）
×

（
１

位
数

）
」

の
掛

け
算

が
で

き
る

こ
②

 
同

じ
数

だ
け

繰
り

返
し

行
わ

れ
る

表
現

　
「

□
個

ず
つ

Ｖ
」

 
 
 
と

に
気

づ
く

。
 
 
（

例
）

「
２

個
ず

つ
増

え
る

。
」

①
「
何

十
×

（
１

位
数

）
」

の
掛

け
算

の
答

え
の

求
め

方
を

理
解

す
る

。
①

 
い

く
つ

か
あ

る
中

で
、

あ
る

部
分

を
限

定
す

る
言

い
方

。

②
「
何

百
×

（
１

位
数

）
」

の
掛

け
算

の
答

え
の

求
め

方
を

理
解

す
る

。
 
 
「

9
0
0
円

で
答

え
が

合
っ

て
い

る
か

」

　
「

4
箱

の
場

合
で

確
か

め
て

み
ま

し
ょ

う
。

｣

①
（
２

位
数

）
×

（
１

位
数

）
の

掛
け

算
の

筆
算

の
方

法
を

理
解

す
る

。
①

 
算

数
で

よ
く

使
わ

れ
る

語
句

「
代

金
」

。

②
（
２

位
数

）
×

（
１

位
数

）
で

答
え

が
3
位

数
に

な
る

場
合

の
計

算
方

法
を

理
解

　
 
算

数
特

有
の

言
葉

「
筆

算
」

。

 
 
 
す

る
。

①
（
２

位
数

）
×

（
１

位
数

）
の

掛
け

算
で

十
の

位
で

繰
り

上
が

り
の

あ
る

計
算
の

①
「

V
ず

に
～

」
（

例
）

「
忘

れ
ず

に
～

。
」

　
方
法

を
理

解
す

る
。

②
「

正
方

形
」

「
長

方
形

」
「

辺
」

①
（
３

位
数

）
×

（
１

位
数

）
の

掛
け

算
の

筆
算

の
方

法
を

理
解

す
る

。
①

「
１

単
位

で
[
数

]
円

の
N
」

＋
「

～
を

[
数

]
単

位
V
」

②
（
３

位
数

）
×

（
１

位
数

）
で

答
え

が
4
位

数
に

な
る

場
合

の
計

算
方

法
を

理
解

　
（

例
）

１
ｍ

で
2
1
3
円

の
リ

ボ
ン

を
３

ｍ
買

い
ま

し
た

。

 
 
 
す

る
。

①
 
３

つ
の

掛
け

算
が

用
い

ら
れ

る
場

面
を

理
解

す
る

。
①

「
[
物

]
が

[
場

所
]
に

[
数

量
]
入

っ
て

い
る

。
」

と
い

う
表

現
の

②
 
３

つ
の

掛
け

算
は

、
ど

れ
を

先
に

か
け

て
も

答
え

は
同

じ
に

な
る

こ
と

を
知

る
。

 
 
 
複

雑
な

言
い

方
に

慣
れ

る
。

③
（
　

　
）

を
使

っ
て

３
つ

の
掛

け
算

を
計

算
す

る
方

法
を

理
解

す
る

。
　

（
例

）
「

1
個

8
5
円

の
ケ

ー
キ

が
1
箱

に
4
個

ず
つ

入
っ

て
い

ま
す

。
」

①
（
１

位
数

）
×

（
何

十
）

の
掛

け
算

場
面

と
計

算
の

方
法

を
理

解
す

る
。

①
 
[
数

量
]
＋

[
動

詞
の

連
用

形
]
の

言
い

方

②
 
４

×
３

０
の

よ
う

な
掛

け
算

は
、

４
×

３
×

１
０

で
計

算
で

き
、

そ
の

答
え

は
 
 
（

例
）

５
人

掛
け

　
３

枚
入

り
　

６
人

乗
り

　
1
0
階

建
て

 
 
 
４

×
３

の
積

に
「

０
」

を
加

え
た

形
に

な
る

こ
と

に
気

づ
く

。

①
（
２

位
数

）
×

（
２

位
数

）
の

掛
け

算
の

筆
算

を
理

解
す

る
。

①
 
順

番
を

表
す

言
い

方
に

慣
れ

る
。

 
 
（

例
）

ま
ず

　
そ

し
て

　
つ

ぎ
に

　
さ

い
ご

に
1
3
0

1
0
3

1
0
9

1
1
6

1
2
3

6
9

7
8

8
5

9
4

6
2

「
2
1
×
1
4
の
 
け
い
さ
ん
」

1
9
課
 

「
2
1
3
×
３
の
 
か
け
ざ

ん
」

1
6
課
 

「
ど
こ
か
ら
 
か
け
て
も
 
お
な
じ
」

1
7
課
 

「
４
×
3
0
の
 
か
け
ざ
ん
」

 
1
8
課

1
4
課
 

1
1
課
 

「
わ
け
て
 
あ
わ
せ
て
」

「
1
0
こ
ず
つ
 
３
ふ
く
ろ
で
」

1
0
課
 

「
2
0
×
３
や
 
2
0
0
×
３

の
 
か
け
ざ
ん
」

1
3
課
 

1
5
課
 

「
く
り
あ
が
り
の
 
あ
る
 
か
け
ざ
ん
」

「
０
の
 
か
け
ざ
ん
」

「
2
3
×
３
の
 
か
け
ざ
ん
」

1
2
課
 



 
指導ポイント＆ヒント 

第１課 「３こずつ ４さらぶんで １２こ」 

【指導内容】①「Ａ個ずつ」という考え方と言い方を理解する。 
      ②「１つぶん」という考え方と言い方を理解する。 
      ③「Ａ個ずつＢ皿ぶんでＣ個」という考え方と言い方を理解する。 
【日本語】 ① 同じ数を繰り返し計上する表現「～（数詞）ずつ」 

② ある数を１つの単位としてみなす表現「～（数詞）ぶん」 
② 総和を表す助詞「で」 
 
 

【概念図】   １ 何個ずつあるか数えさせ、「１つぶん」の大きさを理解させる。 
 
 
                  ２ 「□個ずつ」の理解と言い方の練習 
 
 
        ３ 何皿あるかを数えさせ、「皿単位」で数えることを理解させる。 
 
 
                  ４ 「□皿あります。」の理解と言い方の練習 
 
 
        ５ 「□個ずつ□皿分で□個ある」状態の場面把握とその言い方の理解 
 
 
                  ６ 「□個ずつ□皿分で□個ある。」の理解と言い方の練習 
 
 
                  ７ 「□個ずつ□皿分で□個ある。」の言い方の習熟 
 
 
【 指導例】１ 欄外上図で「何個ある」かを確認した後、１の図で「何個ずつ」あるか数えさせ、 

「１つぶん」の大きさを理解させる。 
（１）「これは 3 個。これも 3 個。これも 3 個。これも同じ。3 個。」と言って、皿にある

りんごを見て、それぞれ３個ずつあることを確認させる。 
      （２）「3 個、3 個、3 個、3 個。」と言って黒板に「３こずつ。」と書き、「こういうのを 

3 個ずつといいます。」と言う。 
 ２ 「～こずつ」の言い方を練習させる。 
 （１）「何個ずつ？」「2 個、2 個、2 個、2 個。2 個ずつ。」と言って、先に板書した。 

「３こずつ」の３を消し⇒「□こずつ」、□に２を書き入れる。「２こずつ」。 
      （２）2 番・3 番の問題を子どもに答えさせる。 

1



 ３ 皿の数に注目させ、「いくつぶん」の概念を理解させる。 
（１）「これは皿といいます。」「１，２，３，４。４皿あります。」と言って図を指す。 

 ４ 何皿あるか数えさせることで「□皿分」の基礎を養っておく。 
（１）①は教師と一緒に答えさせる。 

        例：「何皿ありますか。」すぐに答えられないようだったら「皿はいくつありますか。

１，２，３。」と言い換えてみる。「１，２，３。３皿あります。」 
      （２）②以降を子どもに答えさせる。 
      ５「１つ（皿）ぶん」の大きさと「いくつぶん」あるかで合計を算出する方法と言い方を

理解させる。 
      （１）「３，３，３，３。3 個ずつ。」「皿は１，２，３，４，４皿。」「３こずつ４さらぶん

で」と言いながら同じ文を板書する。 
      （２）１皿ずつりんごを「３，６，９，１２。」と数え、「12 こあります。」と言い、「12

こあります。」を追加して板書する。 
      （３）もう一度「3 個ずつ 4 皿分で 12 個あります。」とりんごや皿を指しながら言う。 
        ＊「Ａ[数詞] ぶん（Ｂ皿ぶん）」の意味はこのような事例をいくつも示すことによっ

て「文脈」を通して理解させる。 
      ６「１つ（皿）ぶん」の大きさと「いくつぶん」あるかで合計を算出する方法と言い方に

慣れさせる。 
（１）板書した文の数字の部分を消して□にする。 

「□こずつ □さらぶんで □こあります。」 
      （２）①の問題の図を見させ、指導者がりんごや皿を指差しながら「何個ずつ何皿分で何

個ありますか。」と尋ねる。少し間を置いて、「４，４，４。4 個ずつ。１，２，３。

3 皿で、４，８，12。12 個あります。4 個ずつ 3 皿で 12 個あります。」と言い、板

書した「□こずつ □さらぶんで □こあります。」の□にそれぞれの数を書き入れ

る。 
      （３）②以降の問題を答えさせる。答えたら、数をテキストに書き入れさせる。 

 ７ 本時の学習の復習をさせる。 
 （１）「何個ずつ何皿で何個ありますか。書いて答えなさい。」と言って、問題をやらせる。 

     （２）答えを書いたら、それを子どもに読ませる。 
    【注１】助数詞は、日本語力が不十分な子どもにとって、たいへんわかりにくい内容の一つな

ので、本教材では同じ課に「～個」と「～つ」が混ざらないようにしてあります。 
今後「２本、５杯、６冊・・・」のように、数字に助数詞（またはそれに相当する名詞）

がついて、ものの数え方を示す例が多く出てきます。これらの中には、「３本、６杯、８冊・・・」

のように数字や助数詞の発音が変化する場合があります。これらは繰り返し、耳にし、目に

触れることにより覚えていくものと考え、一度に１～１０までの数え方をださずに、出てき

たものだけについて発音に気をつけるようにするとよいでしょう。 
    【注 2】数字の「４」「７」「９」は読み方が一つだけではなく、「４：４月４日４時４分」「７：

７月７日」「９：１９９９年９月９日」のようにいくつもあり、子どもたちにとっては覚え

るのが難しいです。しかし、どれも日常生活の中で頻度が高い語として使われるので、これ

も出てきたものだけについて発音に気をつけるようにするとよいでしょう。 
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在日ブラジル人児童のための算数教材　　　掛け算マスター・日本語クリアー

１課 Unidade 1

ようご と ぶん Vocabulários e frases

ようご Vocabulários
ずつ Cada

さら Prato

こ
Sufixo geralmente usado

para contar objetos

ぶんで Porção, parte, pedaço

Frases

Quantas maçãs tem em cada (prato)?

Quantos pratos tem ?

4 porções com 3 pedaços em cada (porção) temos
um total de 12. /
 4 pratos com 3 pedaços em cada (prato) temos 12.

３こずつ　４さらぶんで　１２こ　あります。

さらは　なんさら　ありますか。

ぶん

りんごは (さらに）　なんこずつ　ありますか。

3



4



5



6



7



12
12
12

2 4 8

2 4
2  4

2  4
12

12



2

12 12
12

6

12 12 18
18

3

18



Vocabulários e frases

Vocabulários
Vezes, multiplicar

Multiplicação,  ( conta de
vezes)

Desenho, gravura,
ilustração

Frase
Fórmula matemática,
sentença matemática

No total, ao todo

Quantos
Pergunta, questão,

problema matemático

Frases

3 vezes 4 são 12. / 3 multiplicado por 4 são 12.

3×4 ou 2×4 são contas de multiplicação

Vamos observar o desenho e depois ler a frase e a senten
ça matemática em voz alta.

Quantos temos no total?

Vamos expressar/representar/transformar o problema
matemático em uma sentença matemática.







cm cm

cm cm

cm cm

cm cm

cm cm

cm cm
cm

12cm

2



N
N

cm cm cm

12 15

cm 2
cm 2 cm

cm 5
10cm

2 3

2 3 6



Vocabulários e frases

Vocabulários
Duas vezes, dobro

Três vezes, triplo

Sufixo geralmente usado
para contar objetos longos
e finos como lápis (¨bom¨e¨

pon¨são as variações de
¨hon¨.)

Frases

5 ¨hon¨ (alguns objetos longos e finos)











5 5 2 10 10
10

3 4 5

5

2 3 4 5
1 1 0

1 2 3 4
5 2 3 4



4 5

3

3

2 4 2 4

2

2





Vocabulários e frases

Vocabulários
Quanto, quantos, quantas

Número, quantidade

Resposta

É conveniente

Tabuada

Conta, cálculo, operação
Sufixo geralmente usado
para contar objetos largos

e finos como papel

Frases

Tem quantas laranjas?

Vamos escrever a quantidade em números.

É conveniente aprender (memorizar) a resposta.

Tabuada do ¨ 2 ¨

Se aprender a tabuada, fará contas de multiplicação
rapidamente.

2 ¨mai¨ em cada (objetos largos e finos) em cada













12 12

1 3
5 6

7 8 9 10



Vocabulários e frases

Vocabulários
Saco, sacola

Aumentar

Frases
Se aumentar um saco, quantas (tangerinas / mexericas)
aumentam?











   



14 21



Vocabulários e frases

Vocabulários
Prática, treino, exercício

 Ficar maior, aumentar

Frases

Vamos praticar.

Se aumentar 1











V





Vocabulários e frases

Vocabulários
Terá, vai ter

Comer
Sufixo usado para contar

livros e cadernos
Livro

Sufixo usado para contar
objetos longos e finos

Frases

Quantos terá comido ?

Leio um livro de cada vez.( usa-se "satsu" para contar
livros)

Quantos lápis terá?  (usa-se "hon","pon","bon" para contar l
ápis)













Vocabulários e frases

Vocabulários
Criança

Sufixo usado para contar
pessoas

Fita, tira

Comprimento

Altura
Papel para dobradura,

origami
Distribuir

Precisar

Frases

Quantas crianças serão?  (usa-se "nin"para contar pessoas)

Temos três partes da fita de 4 cm. Se juntar todas, quantos
centímetros dará?

Terá quantos centímetros de comprimento?

Terá quantos centímetros de altura?

Distribuí 8 folhas de papel para dobradura para cada uma
das 6 pessoas.

Quantas tangerinas / mexericas  você precisa?















Vocabulários e frases

Vocabulários
Aqui

Inverter.

Igual

Frases
Mesmo que se inverta (a posição) aqui, a resposta fica
igual.











 N N2 N3 0 N





Vocabulários e frases

Vocabulários
Botão (de plástico),

pedrinha (de plástico)
Linha

Dedo
Dar um impulso /
empurrão com o dedo.

Ponto ganho

Resultado

Tabela

Organizar, ordenar, juntar

Modo de fazer, como

 Caso

Frases

Coloque o botão na linha e dê um impulso  com o dedo.

Ganha-se 1 ponto se entrar no quadorado  1.

Cálculo dos pontos ganhos.

Organizei o resultado em uma tabela.

Como calcular

Ponto ganho no caso de zero (botão).
(usa-se "ko"para contar botões.) /
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1









 N N2 N3 V N N V

48 30 18

42 24 18

42

42 14 28





Vocabulários e frases

Vocabulários
Dividir

Somar, adicionar, juntar

Procurar
Modo,jeito, método (de

calcular, fazer)
Comparar

Diferente

Primeiro, primeiramente

Em seguida

Por último
Dar a resposta, apresentar

a solução

Frases

Dividir e somar/juntar

Vamos procurar o número de tangerinas / mexericas
fazendo uma multiplicação.

Temos esse modo( de calcular).

Vamos comparar a soma dos números com a resposta de
8×6.

 diferente?

Primeiro, dê a resposta de 7×6.

Em seguida, vamos dar a resposta de 4×6 e3×6.

Por último, vamos apresentar a solução.



11 

1













10 1
1 10

2 1
N 1

2
N V

1 10 10

1 3 10 10

10 10

12 14 16 18 10

          

12 10

10 3 10 10 10 30 10
3 10 10

10

12



12

12

10 40



Vocabulários e frases

Vocabulários
Mostrar, exprimir

Agora, desta vez

Pensar

Pesquisar

Contar, calcular

Confirmar

Frases

Mostrando com a fórmula matemática da multiplicação,

Agora, uma multiplicação por 10 como esta.

Vamos pensar na resposta.

Vamos pesquisar.

Conte e confirme.
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1
1

900 4

1 10 3 10

1 20 3 60
20 3 60

20 60

100 1

100 2 3 6

2 3 6 200 3 600 0
2 0 2

200 3 600 200 3 600

1 300 3 1

10

1 40 3 1 20 3
1 20 3

10 2
10 1



10 100

14
1

20  60    200  600



Vocabulários e frases

Vocabulários
Quanto, quantos

Difícil, trabalhoso

Frases

Quanto é o valor total?

É trabalhoso contar.
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2 1
2 1 3

15

1 20 3 2 1

13 10 10
14

20 3 2 3

1 23 3 20 30

23 20 3
23 3 20 3 60 3 3 9

23 3

2 1

2 1 3

2 1 3

10

10 100



2 1

        

20 23

-1 -2

    

-1 -2

       92



Vocabulários e frases

Vocabulários
Papel para desenho,

cartolina
Comprar

Preço, importância
Fazer conta no papel, cál-
culo escrito por extenso

Que, qual

Forma
Tornar a escrever,

reescrever de outra forma

Frases
Comprei 3 folhas de papel para desenho.( usa-se "mai"
para contar folhas)

Qual é o preço?  /  Quanto fica ?

Esse modo de calcular chama-se "hissan".

Que conta de multiplicação teremos ?

Vamos escrever novamente, passando a continha por
extenso no papel.
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60960
9

609









2 1
V

2 1

2 1 3

2 1

10

14

14 15

92 18



Vocabulários e frases

Vocabulários
Elevar para a próxima

casa
Pequeno

Sem esquecer

Livro escolar, livro didático
Questão, problema mate-

mático, pergunta
Tentar resolver

Lado

Comprimento

Quadrado

A volta toda, o perímetro

Frases
Conta de multiplicação onde se eleva parte do resultado
para outra casa.

 Escrevemos com letra pequena.

Vamos somar o 2 também, sem esquecer. /
Não esquecendo de somar o 2 também.

Vamos tentar resolver as questões do livro escolar.

Tem um quadrado onde o comprimento de um dos lados
mede 15cm.

Quantos centímetros tem a volta toda?
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3 1
3 1 4

[ ] N [ ] V
213
213 2

3 1

3 1

3 1

3 1

10

2



17 14

300 900
 10  30 

2   6

2

4 5

312





16

1









 [ ] [ ] [ ]
1 85 1 4

1 60 1 4 2
1 2

1

90 3 2 90 3
 3 2



10



Vocabulários e frases

Vocabulários
De onde

Reunir em uma (sentença
matemática)

Qual

Modo, jeito

Primeiro, primeiramente

Frases
De onde quer que se faça a multiplicação, o resultado é o
mesmo.

Se reunir estas duas sentenças matemáticas em uma,
fica assim.

Qual modo de fazer é mais fácil ? /
Qual é o modo mais fácil de se fazer ?

Os parentêses indicam as contas que foram feitas em
primeiro lugar.
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1

 [ ] [ ] 5 3 6 10

4 30

4 30
4 10 40 40 3 120

5 30

5 10 50 50 3 150

5 30

5 3 15 15 10 150

5 30 5 3 10

10

30

0 5 50  100

0 1 10 20 30





Vocabulários e frases

Vocabulários
Fila

Adesivo, decalque

Com 5

Como era esperado

Frases

Calcula-se o número de pessoas desta fila.

Em cada saco tem 5 adesivos.(usa-se "mai" para contar
adesivos)

Saco com 5 (adesivos).

Como era esperado, calcular 5×30 é trabalhoso, então...
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指導ポイント＆ヒント 

第 19 課 「２１×１４の けいさん」 

【指導内容】①（２位数）×（２位数）の掛け算の筆算を理解する。 
【 日本語】① 順番を表す言い方に慣れる。 

（例）まず そして つぎに さいごに 
 
【 概念図】  １ （2 位数）×（2 位数）の考え方と筆算の方法を理解させる。 
 
            ・21×14 の計算場面を把握させる。 
            ・14 を 10 と 4 に分けて計算する。21×10＝210  21×4＝84 
            ・上記の考え方を基に 21×14 の筆算の方法を教える。 
 
        ２ （2 位数）×（2 位数）で繰り上がりのない筆算に慣れさせる。 
 
 
        ３ （2 位数）×（2 位数）で繰り上がりがある筆算の仕方を理解させる。～１ 
 
            ・23×26 の筆算で、先に計算をする 23×6 のところで繰り上がりがある 

場合。 
 
        ４ （2 位数）×（2 位数）で繰り上がりがある筆算の仕方を理解させる。～２ 
 
            ・39×75 の筆算で、39×5 でも 39×7 でも繰り上がりがある場合。 
 
        ５ （2 位数）×（2 位数）で繰り上がりがある筆算に慣れさせる。 
 
 
【配慮事項】 ９課までで「掛け算の仕組み」が理解できたはずなので、10 課からなるべく教科書に近

い教え方にしました。しかし、本課では、多くの子ども達が苦手とする「繰り上がり」の

ある計算を扱っているため、繰り上がりする個所を中心に下記のような配慮をしました。 
      ①問題を今まで一番慣れている場面で導入した。 
        １枚□円の画用紙を□枚買った場合の代金を求める場面にする。 
         ＊教科書によっては、代金ではなく「配るための枚数」を求める場面で導入して 

いるものがある。 
        図の描き方も慣れた下図を使う。 
 
          21 えん 
 

10 まい        4 まい 
 
 
 

130



  
        次のようなテープ図で導入すると、掛ける数の 14 を 10 と 4 に分ける際、もう一度 
        上図のような形にしなくてはならず、混乱しやすい。 
 
            0 21                      210   □（円） 
 
 
           0 1           10     14（まい） 
 
      ② １が２１×１４ ２が３２×１２ ３が２３×２６ というように、掛ける数も掛け

られる数も、１・２・３を中心に使い、九九の苦手な子どもや九九をまだ覚えていない

子どもに配慮した。 
＊掛け算も 3 年生の内容に入ると、2 年生で学んだ九九は習得済みと見なして説明を

進めたり、いろいろな段の九九を使った計算をさせたりすることが多い。しかし、

九九を十分に習得していないことも珍しくないので注意が必要。 
 
      ③繰り上がりに不慣れな子どものために、 

２ ３ 

６ ２ ×

８ 

繰り上がる位の□に繰り上がった数を 
書く小さな欄を設けただけでなく、 
繰り上がりのない場合もいったん 
小さな欄に数を書くようにした。 

 
        ６×３＝１８の十の位の１と  １

１
２

        ６×２＝１２の一の位の２の 
        両方を小さな□に書かせ、 
        そのあと、２＋１の計算をさせる。 

131



在日ブラジル人児童のための算数教材　　　掛け算マスター・日本語クリアー

１９課 Unidade 19

ようご と ぶん Vocabulários e frases

ようご Vocabulários
うえ (A parcela de )cima

した (A parcela de) baixo

Frases
Por último, somamos a parcela de cima com a parcela de
baixo.さいごに　うえと　したを　たします。

ぶん
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（２桁）×（２桁）の考え方と筆算方法の理解 

   ２１えんの がようしを １４まい かいます。 

だいきんは いくらに なりますか。 

 

 
 
 

  （２けた）×（２けた）の かけざん 
 

 ① しきを かきましょう。 
                            これも かけざんですね。 
 
 

    １まい いくら        なんまい     ぜんぶで いくら 

 

 ② １４まいを １０まいと ４まいに わけて かんがえましょう。 

 

 

 

           ２１×１０＝ 

   ２１×１４ 

           ２１× ４＝ 

 

 

19 21×14 の けいさん                    ３－10 

1 

 ×  ＝  

21 えん 

14 まい 

21 えん 21 えん 

10 まい ４まい 

 

 

□に すうじを 

かきましょう。

 あわせていくつですか。 
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 ③ ひっさんの かたちに しましょう。 
 

            まず、２１×４の けいさんを します。 

               その こたえの ８４を 

               ここに かきます。 

              

 
 
 
 

              

            つぎに、２１×１の けいさんを します。 

                その こたえの ２１を 

                ここに かきます。 

 

 
 
 
 

              

             

             さいごに、うえと したを たします。 

              

               まず、せんを ひいて、 

             

             

       

８と１で９。

４は したに なにもないから そのまま４。

２は うえに なにもないから そのまま２。

４ × 

２ １ 

１ 

４ ８ 

１ ２ 

９ ２ ４ 

４ × 

２ １ 

１ 

４ ８ 

４ × 

２ １ 

１ 

４ ８ 

１ ２ 
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（２桁）×（２桁）の筆算に慣れる。 

  ３２×１２の かけざんを ひっさんで してみましょう。 

 
 
 

            まず、３２×２の けいさんを します。 

               その こたえを 

               ここに かきます。 

              

 

            つぎに、３２×１の けいさんを します。 

                その こたえをここに かきます。 

 

            さいごに、うえと したを たします。 

 

 
 
 
 

              

            まず、せんを ひいて、 

              

            ４は したに なにもないから そのまま□。 

            ６と２で□。 

            ３は うえに なにもないから そのまま□。 

 

２ 

２ × 

３ ２ 

１ 

  

  

２ × 

３ ２ 

１ 
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（２桁）×（２桁）の筆算で繰り上がりのある計算① 

  ２３×２６の かけざんを ひっさんで してみましょう。 

 
 
 

            まず、２３×６の けいさんを します。 

               ６×３＝１８ 

               ６×２＝１２ 

              でも、18 の１は ちいさく かきます。 

                 12 の２も ちいさく かきます。 

           そして、ちいさく かいた ２と１を たします。 

                その こたえをここに かきます。 

 

            つぎに、２３×２の けいさんを します。 

            ２×３＝６ 

            ２×２＝４ 

            ６と４を ここに かきます。 

 
 
 
 

            さいごに うえと したを たします。 

８は したに なにもないから そのまま□。 

            ３と６で□。 

             １と４で□。 

６ × 

２ ３ 

２ 

   

 

８ 
 

３ １ 
１２

 

２ ３ 

  

６ ２ × 

８ 
 

１ 
１２

  

３ 
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（２桁）×（２桁）の筆算で繰り上がりのある計算② 

  ５３×７５の かけざんを ひっさんで してみましょう。 

 
 

            まず、５３×５の けいさんを します。 

               ５×３＝１５ 

               ５×５＝２５ 

             でも、15 の１は ちいさく かきます。 

                25 の５も ちいさく かきます。 

          そして、ちいさく かいた ５と 1 を たします。 

                その こたえをここに かきます。 

 

             つぎに、５３×７の けいさんを します。 

             ７×３＝２１ 

             ７×５＝３５ 

             でも、21 の２は ちいさく かきます。 

35 の５も ちいさく かきます。 

             ちいさく かいた ５と２を たします。 

            さいごに うえと したを たします。 

５は したに なにもないから□。 

             ６と１で□。 

             ２と７で□。 

              ３は うえに なにもないから□。 

４ 

５ ３ 

  

５ ７ × 

５ 
 

２ 
１５

  

５ × 

５ ３ 

７ 

   

１ 

５ 
 

６ ２ 
１５

 

 

２５

３ 
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（２桁）×（２桁）の筆算で繰り上がりのある計算に慣れる。 

  ２８×５７の かけざんを ひっさんで してみましょう。 

 
 

            まず、２８×７の けいさんを します。 

               ７×８＝５６ 

               ７×２＝１４ 

              でも、56 の５は ちいさく かきます。 

                 14 の１も ちいさく かきます。 

              ちいさく かいた ４と５を たします。 

                その こたえを ここに かきます。 

 

             つぎに、２８×５の けいさんを します。 

             ５×８＝４０ 

             ５×２＝１０ 

             でも、40 の４は ちいさく かきます。 

10 の０も ちいさく かきます。 

             ちいさく かいた ０と４を たします。 

            さいごに うえと したを たします。 

６は したに なにもないから□。 

             ９と０で□。 

             １と４で□。 

              １は うえに なにもないから□。 

５ 

７ × 

２ ８ 

５ 

   

 

   
  

 

 

  
 

 

  

 

２ ８ 

  

７ ５ × 

  
５４
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